
人、土、みらい

農と人
「新・進・嬉・営」

特集

春号
No.13



職

員

配

置

図

上都賀支所
支所長兼総務課長　丸島 敏光

総務課事業第一課事業第二課事業第三課

主幹兼課長
加藤 修司
（日光・足尾）

係
　
　
長
　
天
海 

　
伸
拓

係
　
　
長
　
齊
藤 

　
尚
也

主
　
　
任
　
関
口 

　
真
弓

嘱
　
　
託
　
日
向
野 

孝
一

嘱
　
　
託
　
青
木 

　
恵
美

課
長
補
佐
　
鈴
木 

　
慶
一

係
　
　
長
　
安
納 

　
拓
也

主
　
　
事
　
小
堀 

　
有
加

係
　
　
長
　
植
竹 

　
　
聡

主
　
　
任
　
中
村 

　
直
輝

主
　
　
任
　
福
田 

　
　
心

主
　
　
事
　
梶 

　
　
裕
貴

主
　
　
事
　
葛
西 

　
　
佑

嘱
　
　
託
　
枝
村 

　
直
美

課
長
補
佐
　
渡
辺 

　
　
均

係
　
　
長
　
石
川 

　
広
樹

主
　
　
任
　
緑
川 

　
修
一

主
　
　
任
　
古
澤 

　
　
隆

主
　
　
任
　
山
越 

　
隆
史

主
　
　
任
　
早
乙
女 

雅
哉

嘱
　
　
託
　
齋
藤 

裕
紀
子

課長
塚田 雄志
（加蘇）

課長
田代 睦
（板荷）

庶務経理係農作損防係園芸特産係家畜任意係

〒322-0005 鹿沼市御成橋町2-2051-7
℡.0289-65-3251㈹芳賀支所

支所長兼総務課長　塩野谷 規昭
総務課事業第一課事業第二課事業第三課

課長
𠮷田 淳

（真岡南部責任者）

課
長
補
佐
　
柳
岡 

　
智
史

主
　
　
任
　
小
倉 

　
未
紀

主
　
　
任
　
金
子 

　
貴
広

嘱
　
　
託
　
橋
本 

真
由
美

臨
　
　
時
　
上
野 

　
広
美

課
長
補
佐
　
手
塚 

　
剛
司

課
長
補
佐
　
清
水 

　
貴
司

係
　
　
長
　
岩
崎 

　
　
準

主
　
　
任
　
鉢
村 

　
大
地

主
　
　
任
　
渡
邉 

　
尚
樹

主
　
　
任
　
寺
方 

　
由
布

嘱
　
　
託
　
小
菅 

め
ぐ
み

課
長
補
佐
　
廣
瀬 

　
　
貴

係
　
　
長
　
大
塚 

　
智
弘

係
　
　
長
　
石
田 

　
　
裕

主
　
　
事
　
横
田 

　
瑠
汰

嘱
　
　
託
　
関
谷 

　
作
美

課
長
補
佐
　
髙
木 

　
智
弥

課
長
補
佐
　
青
木 

　
克
昭

課
長
補
佐
　
木
村 

　
英
樹

主
　
　
任
　
佐
藤 

　
大
樹

主
　
　
任
　
西
田 

真
理
絵

主
　
　
任
　
高
久 

　
真
也

主
　
　
事
　
仲
根 

　
大
貴

課長
高松 実

（市貝責任者）

主幹兼課長
小林 哲也

（真岡北部責任者）

〒321-4303 真岡市八条678
℡.0285-84-1151㈹

家畜任意係 園芸特産係 農作損防係 庶務経理係

県南支所
支所長兼総務課長　野村 孝

事業第一課事業第二課事業第三課

課長
長島 祥二
（国分寺）

課
長
補
佐
　
齋
藤 

　
和
彦

課
長
補
佐
　
新
村 

　
直
己

課
長
補
佐
　
相
川 

　
和
則

係
　
　
長
　
海
老
沼 

　
光

主
　
　
事
　
瓦
井 

　
謙
悟

主
　
　
事
　
大
朏 

　
直
人

嘱
　
　
託
　
高
山 
　
孝
司

嘱
　
　
託
　
黒
須 
　
孝
幸

課長
黒子 敏充

（大平南・大平東）

課長
小林 政夫
（中・穂積）

事業第四課

主幹兼課長
前田 俊之
（桑）

課
長
補
佐
　
麻
生 

　
　
修

課
長
補
佐
　
大
阿
久 

光
広

主
　
　
任
　
針
谷 

　
隆
広

主
　
　
事
　
嶋
田 

亜
里
沙

主
　
　
事
　
新
村 

　
祥
平

副
　
主
　
幹
　
倉
井 

　
　
満

課
長
補
佐
　
関 

　
　
英
雄 

課
長
補
佐
　
篠
﨑 

　
綾
子

主
　
　
任
　
福
田 

　
諒
平 

嘱
　
　
託
　
山
野
井 

　
孝

課
長
補
佐
　
石
﨑 

　
　
諭 

係
　
　
長
　
五
十
畑 

幹
夫

係
　
　
長
　
日
向
野 

　
敏

主
　
　
事
　
小
平 

　
嵩
鷹

〒323-0062 小山市立木567
℡.0285-23-7771㈹

総務　課
庶務経　理係農作損防係園芸特産係家畜係任意係

那須南支所
支所長兼総務課長　小口 洋一

総務課事業第一課事業第二課

課長
石田 健一

課
長
補
佐
　
星 

　
　
隆
昌

主
　
　
事
　
小
森 

　
明
香

課
長
補
佐
　
黒
須 

　
康
浩

主
　
　
任
　
小
口 

　
龍
太

主
　
　
任
　
相
馬 

　
成
幸

主
　
　
任
　
福
島 

由
貴
江 

課
長
補
佐
　
古
家 

　
章
生

主
　
　
任
　
橋
本 

　
典
久

主
　
　
任
　
羽
石 

　
　
悠

主
　
　
事
　
小
口 

真
由
佳

嘱
　
　
託
　
青
砥 

　
恵
美

臨
　
　
時
　
萩
原 

　
　
梢

課長
斉藤 武文

〒321-0602 那須烏山市大桶2141-2
℡.0287-84-1711

庶務経理係農作損防園芸特産係家畜任意係

那須北支所
支所長兼総務課長　阿久津 安倫

総務課事業第一課事業第二課事業第三課

主幹兼課長
酒井 洋

課
長
補
佐
　
渡
邉 

　
真
樹

係
　
　
長
　
月
井 

　
由
法

嘱
　
　
託
　
佐
藤 

は
る
み

課
長
補
佐
　
大
田
原 

　
孝

係
　
　
長
　
志
賀 

　
敏
和

主
　
　
事
　
滝
田 

　
陽
香

課
長
補
佐
　
相
馬 

　
　
勝

課
長
補
佐
　
大
野 

　
孝
明

係
　
　
長
　
松
本 

　
麻
里

係
　
　
長
　
沼
井 

　
仁
志

嘱
　
　
託
　
礒 

　
　
誠
一

臨
　
　
時
　
秋
元 

真
菜
美

課
長
補
佐
　
後
藤 

　
伸
一

主
　
　
任
　
増
渕 

　
宏
太

課長
小口 章一郎

課長
増渕 知則 

〒325-0001 那須町高久甲5083-2
℡.0287-64-3663㈹

任意係 家畜係 農作損防園芸特産係 庶務経理係

河宇支所
支所長兼総務課長　藤田 孝一

総務課事業第一課事業第二課事業第三課

主幹兼課長
宇塚 寿明
（羽黒）

課
長
補
佐
　
池
田 

　
昌
英

係
　
　
長
　
金
田 

万
里
花
　

嘱
　
　
託
　
森
田 

　
美
雪

臨
　
　
時
　
井
地 

　
　
茜

課
長
補
佐
　
宇
賀
神 

　
亘

課
長
補
佐
　
吉
澤 

　
尚
子

係
　
　
長
　
木
村 

　
雄
司
　

主
　
　
事
　
小
林 

　
直
樹

課
長
補
佐
　
上
野 

　
忠
彦

主
　
　
任
　
杉
山 

　
博
紀

主
　
　
任
　
矢
口 

　
晃
子

嘱
　
　
託
　
大
森 

　
廣
次

課
長
補
佐
　
菊
池 

　
聡
子
　

課
長
補
佐
　
田
﨑 

　
俊
行

主
　
　
事
　
荒
川 

　
綾
汰

主
　
　
事
　
阿
久
津 

峻
一

主
　
　
事
　
小
杉 

　
友
紀

新
規
採
用
　
半
田 

　
篤
史

課長
岡地 正倫
（平石）

主幹兼課長
小松 宏

（国本・富屋）

庶務経理係農作損防係園芸特産係家畜任意係

〒321-0901 宇都宮市平出町936-3
℡.028-660-7300㈹

那須中央支所
支所長兼総務課長　樋山 孝行

総務課
庶務経理係農作損防係園芸特産係家畜任意係

事業第一課事業第二課事業第三課

主幹兼課長
郡司 政幸

（親園/大田原責任者）

課
長
補
佐
　
山
東 

　
賢
治

係
　
　
長
　
𠮷
田 

　
裕
子

嘱
　
　
託
　
伊
藤 

登
喜
江

課
長
補
佐
　
岡
本 

　
教
男

課
長
補
佐
　
村
上 

　
博
一

係
　
　
長
　
諏
訪 

　
　
忍

課
長
補
佐
　
佐
藤 

美
津
子

課
長
補
佐
　
越
井 

　
敏
明

係
　
　
長
　
深
谷 

　
正
俊

課
長
補
佐
　
伴 

　
　
晃
一

課
長
補
佐
　
益
子 

　
　
誉

主
　
　
任
　
和
久 

　
義
貴

主
　
　
事
　
菊
地 

　
良
介

主
　
　
事
　
遅
澤 

　
光
孝

嘱
　
　
託
　
鈴
木 

　
邦
一

臨
　
　
時
　
稲
見 

　
和
代

主幹兼課長
遅沢 安則

（西那須野/西那須野・塩原責任者）

主幹兼課長
伊藤 仁志

（川西/黒羽・湯津上責任者）

〒324-0063 大田原市町島666-1
℡.0287-23-1633㈹ 塩谷支所

支所長兼総務課長　古口 清史
総務課事業第一課事業第二課事業第三課

主幹兼課長
西川 和弘

（高根沢責任者）

課
長
補
佐
　
福
田 

　
　
豊

係
　
　
長
　
鈴
木 

　
禎
子

臨
　
　
時
　
菊
地 

利
恵
子

課
長
補
佐
　
中
里 

　
　
豊

係
　
　
長
　
有
我 

　
純
子

主
　
　
任
　
坂
口 

　
優
幸

主
　
　
事
　
梅
澤 

　
直
樹

課
長
補
佐
　
佐
藤 
　
政
充

課
長
補
佐
　
高
垣 
　
祐
基

課
長
補
佐
　
見
目 
　
哲
昭

主
　
　
任
　
上
田 

　
真
之

嘱
　
　
託
　
田
川 

　
次
雄

嘱
　
　
託
　
吉
田 

　
樹
里

課
長
補
佐
　
小
笠
原 

　
亮

課
長
補
佐
　
本
間 

　
　
勲

係
　
　
長
　
髙
橋 

　
徳
玄

主
　
　
任
　
菅
谷 

　
強
志

（
北
犬
飼
）

（
西
方・真
名
子
）

（
粕
尾
）

（
小
来
川
）

（
菊
沢
）

（
豊
岡
）

（
鹿
沼
）

（
大
沢
）

（
南
押
原
）

（
落
合
）

（
粟
野・清
洲
）

（
永
野
）

（
今
市
）

（
東・西
大
芦
）

（
塩
野
室
）

（
南
摩
）

（
北
押
原
）

（
藤
原・三
依・栗
山
）

（
大
内
）

（
物
部
）

（
中
村
）

（
七
井・益
子
責
任
者
）

（
祖
母
井・芳
賀
責
任
者
）

（
茂
木
）

（
大
内
）

（
田
野
）

（
益
子
）

（
山
前
）

（
市
羽
）

（
水
橋
）

（
南
高
）

（
小
貝
）

（
中
川・茂
木
責
任
者
）

（
長
沼
）

（
真
岡
）

（
須
藤
）

（
逆
川
）

（
山
前
）

（
久
下
田
）

課
長
補
佐
　
石
川 

　
統
一

課
長
補
佐
　
吉
原 

　
照
代

主
　
　
任
　
伏
木 

　
翔
也

嘱
　
　
託
　
石
川 

　
美
里

（
国
府
）

（
小
山・大
谷
北
）

（
岩
舟・小
野
寺
）

（
稲
葉
）

（
三
鴨
）

（
大
平
西・大
平
東
）

（
栃
木・大
宮
）

（
部
屋
）

（
南
犬
飼
）

（
赤
津
）

（
野
木
）

（
豊
田
）

（
間
々
田
）

（
絹
）

（
穂
積
）

（
野
木
）

（
家
中
）

（
皆
川・吹
上
）

（
静
和・岩
舟
）

（
石
橋
）

（
寺
尾・吹
上
）

（
藤
岡・赤
麻
）

（
大
谷
中・大
谷
南
）

（
生
井・寒
川
）

（
壬
生
）

（
明
治・上
三
川
）

（
篠
井・富
屋
）

（
本
郷・上
三
川
）

（
瑞
穂
野
）

（
豊
郷
）

（
古
里
）

（
田
原
）

（
横
川
）

（
城
山
）

（
清
原
）

（
姿
川
）

（
薬
師
寺
）

（
雀
宮
）

（
旧
市
）

（
吉
田
）

（
絹
島
）

（
両
郷
）

（
旧
大
田
原
）

（
湯
津
上
２
）

（
佐
久
山
）

（
湯
津
上
１
）

（
旧
黒
羽
）

（
西
那
須
野
２
）

（
金
田
３
）

（
金
田
１
）

（
金
田
２
）

（
野
崎
）

（
塩
原
１
）

（
須
賀
川
）

（
塩
原
２
）

（
矢
板
責
任
者
）

（
塩
谷
）

（
喜
連
川
）

（
高
根
沢
）

（
喜
連
川
）

（
矢
板
）

（
塩
谷
）

（
高
根
沢
）

（
氏
家
）

（
高
根
沢
）

（
氏
家
）

（
矢
板
）

（
氏
家
責
任
者
）

（
高
根
沢
）

（
氏
家
）

（
矢
板
）

主幹兼課長
村上 早男

（喜連川責任者）

課長
石下 知也
（塩谷責任者）

〒329-1312 さくら市桜野1622-1
℡.028-682-8491㈹

任意係 園芸特産家畜係 農作損防係 庶務経理係

安足支所
支所長兼総務課長　須藤 茂

総務課事業第一課事業第二課

課長
渡辺 宏之

（佐野・堀米・旗川）

副
　
主
　
幹
　
飯
野 

　
高
成

主
　
　
事
　
池
田 

　
友
仁

嘱
　
　
託
　
大
竹 

　
晶
子

課
長
補
佐
　
土
澤 

　
雅
博

係
　
　
長
　
仙
田 

　
良
靖

主
　
　
任
　
藤
田 

　
　
剛

主
　
　
事
　
田
中 

　
　
匠

主
　
　
事
　
加
藤 

　
　
望

嘱
　
　
託
　
谷
村 

　
陸
美

課
長
補
佐
　
佐
藤 

　
敬
二

課
長
補
佐
　
日
向
野 

正
人
　

主
　
　
任
　
尾
花 

　
彰
仁

嘱
　
　
託
　
亀
山 

か
す
み

（
植
野
）

（
三
好・野
上・新
合・飛
駒
）

（
田
沼
）

（
三
重・山
前・三
和・葉
鹿・小
俣
）

（
梁
田・久
野・筑
波
）

（
赤
見・名
草
）

（
山
辺・矢
場
川・御
厨
）

（
葛
生・常
盤・氷
室
）

（
吾
妻・富
田
）

（
中
央・毛
野・北
郷
）

課長
横塚 秀彰
（界・犬伏）

〒327-0003 佐野市大橋町3232-1
℡.0283-22-1597㈹

庶務経理係農作損防園芸特産係家畜任意係

職
員
数 

２
４
７
名
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

（  

）内
は
担
当
地
区

家畜課任意課

主幹兼課長
川田 芳憲

主幹兼課長
髙野 智教

課
長
補
佐
　
矢
野 

　
　
保

係
　
　
長
　
髙
﨑 

　
大
真

主
　
　
任
　
笠
嶋 

　
睦
美

主
　
　
任
　
関 

　
隆
太
郎

主
　
　
事
　
佐
藤 

　
洸
貴

課
長
補
佐
　
桜
井 

　
浩
幸

課
長
補
佐
　
菊
池 

　
幸
夫

係
　
　
長
　
笹
沼 
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農人と
新規就農者特集

農家が減少傾向にある中、農業を
職業として選択し、いきいきと汗を流されている
方々がいます。次世代の担い手として輝く
「新規就農者」を特集しました。

　
結
婚
が
き
っ
か
け
で
就
農
し
ま
し
た
。

妻
の
両
親
が
栽
培
し
て
い
る
米
や
春
菊

と
繁
忙
期
が
重
な
ら
な
い
作
物
を
探

し
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培
す
る
こ
と
に
決

め
ま
し
た
。水
田
を
ハ
ウ
ス
に
転
換
す
る

た
め
に
利
用
し
た
当
時
の
青
年
就
農
給

付
金
の
交
付
リ
ミ
ッ
ト
が
45
歳
未
満
と

い
う
点
に
も
背
中
を
押
さ
れ
ま
し
た
ね
。

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
約
５
年
で
成
木
化

し
、一
度
定
植
し
て
し
ま
え
ば
10
年
は
収

穫
で
き
ま
す
。反
面
肥
料
を
非
常
に
使

う
作
物
で
、収
穫
量
に
応
じ
て
ほ
ぼ
毎
日

追
肥
が
必
要
で
す
。夫
婦
二
人
い
な
け
れ

ば
で
き
な
い
仕
事
で
す
ね
。同
じ
仕
事
を

す
る
こ
と
で
、失
敗
や
苦
労
は
半
分
に
、

喜
び
や
楽
し
さ
は
２
倍
に
な
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
作
物
に
で
き
る
だ
け
手
を
か
け
た
い
の

で
、通
常
一
回
の
と
こ
ろ
朝
夕
二
回
収
穫

し
、年
間
10
ｔ
の
収
量
を
維
持
し
て
い
ま

す
。将
来
は
30ａ
を
目
標
に
し
た
規
模
拡

大
と
、よ
り
高
品
質
な
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を

栽
培
し
て
い
き
た
い
で
す
。

経営内容
アスパラガス２０ａ

出荷先
ＪＡうつのみや 等
栽培を学んだ場所は？

旧河内町のアスパラガス農家、
とちぎ農業未来塾
農業を志す方に一言！

行政の手厚いバックアップがあります。
地域の情報などへのアクセスには
人との繋がりも大切ですよ。

小
玉
正
章
さ
ん（
30
歳
）

　
秋
田
県
出
身
で
す
。大
学
時
代
に
耕

作
放
棄
地
を
活
用
す
る
た
め
酒
米
栽
培

や
６
次
産
業
化
の
事
業
を
し
て
お
り
、所

属
し
て
い
た
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
紹
介
で

BerryGoodfarm

に
就
職
し
ま
し
た
。

　
生
産
技
術
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ハ
ウ
ス
の

環
境
制
御
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導
入
し
、有

機
酵
素
を
使
用
し
て
農
薬
を
抑
え
な
が

ら
病
害
虫
の
発
生
を
予
防
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
は
２
ha
に
ま
で
規
模
を
拡
大
し
、

観
光
農
園
化
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

須
藤 

真
也
さ
ん（
33
歳
）

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
農
場
に
滞
在

し
て
い
た
際
に
、農
と
人
の
近
さ
に
心
を

惹
か
れ
ま
し
た
。帰
国
し
、地
元
で
あ
る

栃
木
県
で
就
農
し
よ
う
と
、新
規
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
て
い
たB

erryG
oodfarm

の
社
員
に
な
り
ま
し
た
。

　
生
産
管
理
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
出
荷
数

量
の
管
理
や
、毎
朝
の
収
穫
ご
と
に
行
う

糖
度
検
査
・
食
味
検
査
の
結
果
を
生
産

に
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　
Ｇ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
に
向
け
、農
場
管
理

や
社
員
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

経営内容
スカイベリー、とちおとめ４５ａ

出荷先
ハピマルシェ、ヤオコー 等
栽培を学んだ場所は？
BerryGoodfarm（株）
農業を志す方に一言！

応援してくれる方々や機関、
補助金などが多い業種だと思います。
謙虚さを忘れず頑張りましょう！

　
前
職
で
は
種
苗
会
社
で
野
菜
の
品
種

選
抜
な
ど
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

ず
っ
と「
農
家
さ
ん
に
種
を
預
け
る
だ
け

で
な
く
、自
分
で
育
て
販
売
す
る
所
ま
で

や
っ
て
み
た
い
」と
思
っ
て
お
り
、５
年
前

に
農
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　
農
業
は
加
工
品
な
ど
で
バ
ラ
ン
ス
を
取

ら
な
い
と
年
間
の
収
入
に
ば
ら
つ
き
が
出

ま
す
。ワ
イ
ン
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
加
工
用
途

が
幅
広
い
ぶ
ど
う
を
栽
培
す
る
こ
と
に

し
、現
在「
シ
ャ
ル
ド
ネ
」や「
甲
州
ぶ
ど

う
」な
ど
、ワ
イ
ン
用
の
品
種
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　
山
梨
県
の
ぶ
ど
う
農
家
と
ワ
イ
ナ

リ
ー
で
３
年
間
研
修
し
、町
の
認
定
新

規
就
農
者
に
な
っ
て
青
年
等
就
農
資
金

も
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
ワ
イ
ン
は
農
産
物
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。現
在
は
委
託
で
製
造
し
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
が
、一
貫
し
た
６
次
産
業
が
目
標

な
の
で
い
ず
れ
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
経
営
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。農
業
を一生
の
仕
事

に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

経営内容
加工用ぶどう１.５ｈａ

出荷先
飲食店、酒屋、アンテナショップ 等

栽培を学んだ場所は？
山梨県のぶどう農家、ワイナリー

農業を志す方に一言！
熱意がないと続けられない
仕事だと思います。

情熱をもって取り組みましょう！

日下 篤さん（37歳）

市貝町市塙
Kusaka Vineyards

ヴィンヤード５年目
就農

小玉さん

須藤さん

5年目
就農

4年目
就農

3年目
就農

9年目
就農

櫻井 宏正さん（47歳）久美子さん（47歳）

宇都宮市東刑部町

BerryGoodfarm㈱

栃木市西方町
ベリーグッドファーム
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前
職
で
は
知
人
と
ア
パ
レ
ル
関
係
の
会

社
を
運
営
し
て
い
ま
し
た
。経
営
へ
の
興

味
が
膨
ら
ん
で
い
た
と
こ
ろ
に
実
家
で
規

模
縮
小
の
話
が
持
ち
上
が
り
、「
な
ら
ば

自
分
が
営
農
し
て
み
よ
う
」と
思
い
き
っ

て
就
農
し
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
た
経
験
か
ら
西

洋
野
菜
に
興
味
が
あ
り
、「
ス
イ
ス
チ
ャ
ー

ド
」や「
バ
タ
ー
ナ
ッ
ツ
」な
ど
、約
５０
種
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
夏
は
夏
野
菜
、冬
は
葉
物
や
根
菜
類

な
ど
主
軸
と
な
る
作
物
で
し
っ
か
り
と
リ

ス
ク
分
散
を
し
な
が
ら
、少
量
多
品
種
栽

培
と
い
う
冒
険
を
す
る
余
地
も
あ
り
、そ

こ
が
面
白
さ
や
達
成
感
を
感
じ
る
部
分

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
前
職
の
経
験
を
活
か
し
、人
目
を
惹

く
袋
詰
め
の
方
法
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
な
ど
、両
親
の
時
代
に
は

な
か
っ
た
手
法
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
昨
年
定
植
し
た
ぶ
ど
う
や
イ
チ

ジ
ク
な
ど
の
果
樹
栽
培
に
も
本
腰
を
入

れ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

経営内容
野菜1.5hａ、米３.５ｈａ

出荷先
市内直売所・スーパー 等
栽培を学んだ場所は？

両親
農業を志す方に一言！

ＳＮＳを開設し、農業の魅力などを
発信しています。農業、楽しいですよ！

室井 拓郎さん
（36歳）

那須塩原市高林
４年目
就農

　
販
売
業
を
し
て
い
た
頃
に
東
日
本
大

震
災
が
あ
り
ま
し
た
。実
家
の
様
子
を
見

に
行
っ
た
際
に
、普
段
と
変
わ
ら
ず
農
作

業
を
続
け
る
両
親
の
姿
に
衝
撃
を
受
け
、

「
自
給
自
足
が
可
能
な
生
き
方
」を
求

め
て
夫
婦
で
就
農
し
ま
し
た
。

　
両
親
は
大
型
ハ
ウ
ス
で
ト
マ
ト
を
栽
培

し
て
い
ま
す
が
、私
は
近
隣
の
方
か
ら
農

地
を
借
り
、ナ
ス
や
カ
ボ
チ
ャ
な
ど
露
地
野

菜
を
70
品
目
ほ
ど
栽
培
し
て
い
ま
す
。農

業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
の
準
備
型
と

経
営
開
始
型
を
フ
ル
に
活
用
し
ま
し
た
。

　
多
品
目
の
野
菜
を
安
定
し
て
生
産
す

る
こ
と
に
苦
心
し
ま
し
た
が
、畑
と
向
き

合
い
経
験
を
積
み
重
ね
、現
在
で
は
ネ
ッ

ト
通
販
を
中
心
に
月
１
５
０
件
ほ
ど
の

取
引
が
あ
り
ま
す
。

　
野
菜
は
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
で
栽

培
し
、自
家
製
の
米
ぬ
か
ボ
カ
シ
を
肥
料

と
し
て
与
え
て
い
ま
す
。将
来
は
３
ｈａ
を

目
標
に
し
た
規
模
拡
大
と
、現
在
父
が

作
付
し
て
い
る
水
稲
も
有
機
栽
培
に
切

り
替
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

経営内容
露地野菜１.８ｈａ
出荷先

ネット販売、飲食店、直売所 等
栽培を学んだ場所は？
那須町の有機農家
農業を志す方に一言！

自然界からの学びが多い職業です。
面白くて気持ちがいいですよ！

菊池 大介さん（38歳）

大田原市中野内
きくち農園5年目

就農
　
酪
農
分
野
へ
の
新
規
参
入
者
は
、初

期
投
資
の
問
題
も
あ
り
な
か
な
か
い
な
い

の
が
現
状
で
す
。私
は
両
親
が
牧
場
を
経

営
し
て
お
り「
牛
に
育
て
て
も
ら
っ
た
恩

返
し
」の
気
持
ち
か
ら
就
農
し
ま
し
た
。

　
牧
場
で
は
搾
乳
牛
を
繋
ぎ
で
、育
成

牛
を
フ
リ
ー
バ
ー
ン
で
飼
養
し
て
お
り
、私

は
主
に
給
餌
や
糞
尿
処
理
な
ど
を
任
さ

れ
て
い
ま
す
。実
際
に
作
業
を
担
当
し
得

た
気
づ
き
も
あ
り
ま
し
た
。規
模
拡
大
を

考
え
る
と
、圧
縮
さ
れ
た
飼
料
を
粉
砕

す
る
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
機
器
の
導
入
な
ど
、

軽
労
化
で
き
る
余
地
は
ま
だ
ま
だ
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
家
が
牧
場
で
あ
る
こ
と
が
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
だ
っ
た
時
期
も
あ
り
、家
業
は
継
が
な
い

つ
も
り
で
地
元
を
離
れ
、シ
ェフ
と
し
て
長

く
働
い
て
い
ま
し
た
。現
在
は
そ
の
経
験

を
活
か
し
、牧
場
の
牛
乳
や
牛
肉
を
使

用
し
た
飲
食
店
を
オ
ー
プ
ン
す
る
の
が
目

標
で
す
。酪
農
家
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に

地
場
産
の
も
の
を
使
っ
て
町
を
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
ね
。

経営内容
搾乳牛５４頭、育成牛２９頭、乾乳４頭

出荷先
酪農とちぎ 等

酪農を学んだ場所は？
森牧場

農業を志す方に一言！
目の前の作業だけでなく、
横の広がりを意識することで

大きな夢や目標ができると思います。

　
関
東
圏
内
で
も
有
数
の
規
模
で
た
ま

ね
ぎ
の
生
産・販
売
を
し
て
い
ま
す
。きっ
か

け
は
、知
人
に
10 

ha
の
た
ま
ね
ぎ
を
生
産

し
て
い
る
北
海
道
の
家
族
経
営
農
家
を

紹
介
さ
れ
、そ
こ
で
研
修
し
た
こ
と
で
す
。

　
実
家
は
も
と
も
と
農
家
で
す
が
、い
ず

れ
農
業
を
継
い
で
も
米
麦
で
は
限
界
が

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。北
海
道
の
機

械
化
体
系
を
目
の
当
た
り
に
し
、「
関
東

圏
で
作
れ
ば
物
流
が
良
い
」と
研
修
先

で
言
わ
れ
た
こ
と
で
、た
ま
ね
ぎ
を
主
力

に
就
農
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
計
画
的
な
生
産
と
適
期
収
穫
を
目

指
し
て
補
助
事
業
を
活
用
し
、大
型
の

乗
用
収
穫
機
を
導
入
し
ま
し
た
。加
工

用
の
大
玉
た
ま
ね
ぎ
を
中
心
に
、年
間
５

ｔ
／
10ａ
を
基
準
に
販
売
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　
将
来
は
規
模
拡
大
と
と
も
に
、新
規

就
農
者
の
サ
ポ
ー
ト
や
地
域
の
農
業
を

牽
引
で
き
る
経
営
体
に
成
長
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

経営内容
たまねぎ６.２ｈａ
出荷先

JAしおのや、一次加工会社 等
栽培を学んだ場所は？
北海道のたまねぎ農家
農業を志す方に一言！

自ら考え努力し続けることで
道がひらけます。事業の発展と共に、
人間としても成長できるのが魅力です。

福田 正英さん（40歳）

高根沢町花岡
福田農園6年目

就農

森 拓朗さん（37歳）

那珂川町芳井
森牧場2年目

就農
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H10 H15 H20 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
0

350
（人）

（調査年度）

300
250
200
150
100
50

164 175
219

292
47

245 237

294
57

251

66
317

249

85

334

247

97

344

237

120

357

110

191

301
新規雇用就農者
新規自営就農者

　
以
前
は
群
馬
県
内
の
商
工
会
に
勤
め

て
い
ま
し
た
。農
家
さ
ん
達
の
経
営
を
見

て「
農
業
は
面
白
そ
う
だ
な
」と
ず
っ
と

思
っ
て
お
り
、両
親
の
農
地
を
将
来
的
に

ど
う
す
る
か
考
え
た
時
に「
儲
か
る
農

業
」が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と
思
い
就
農
を

決
め
ま
し
た
。

　
市
は
ト
マ
ト
や
い
ち
ご
の
栽
培
が
盛
ん

で
す
が
、初
年
度
か
ら
収
入
を
得
よ
う
と

す
る
と
ハ
ウ
ス
の
建
設
が
必
須
に
な
り
ま

す
。初
期
投
資
を
抑
え
る
た
め
に
ま
ず
露

地
な
す
を
２
年
間
栽
培
し
、資
金
が
準

備
で
き
た
と
こ
ろ
で
施
設
を
自
分
で
建

設
し
、ハ
ウ
ス
栽
培
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

所
属
す
る
な
す
部
会
の
現
地
検
討
会
に

毎
回
参
加
し
、ベ
テ
ラ
ン
の
作
業
を
見
な

が
ら
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
な
す
だ
け
で
は
冬
季
の
収
入
が
な
く
な

る
の
で
冬
に
出
荷
で
き
る
に
ら
栽
培
を
は

じ
め
、今
年
が
初
の
出
荷
に
な
り
ま
す
。

　
売
上
規
模
に
も
よ
り
ま
す
が
、法
人

化
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。足
利
市
で

単
収
ト
ッ
プ
の
農
家
を
目
指
し
、成
長
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。

経営内容
なす１３ａ、にら８ａ

出荷先
JA足利 等

栽培を学んだ場所は？
事前研修なし、

県トップレベルのなす農家やにら農家
農業を志す方に一言！

　
非
農
家
出
身
な
が
ら
、農
業
の「
自
分

で
考
え
、自
分
の
や
り
た
い
よ
う
に
仕
事

が
で
き
る
」点
に
魅
力
を
感
じ
就
農
し
ま

し
た
。農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
の

経
営
開
始
型
を
活
用
し
、離
農
し
た
い

ち
ご
農
家
の
ハ
ウ
ス
を
購
入
し
て「
と
ち

お
と
め
」を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
被

害
を
受
け
、ハ
ウ
ス
が
浸
水
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
と
隣
り
合

わ
せ
の
仕
事
で
す
が
、例
え
失
敗
し
て
も

「
と
こ
と
ん
や
っ
た
結
果
と
し
て
の
失
敗
」

な
ら
ば
、前
向
き
に
受
け
止
め
次
に
進
む

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。そ
こ
が
面

白
い
部
分
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
ね
。

　
規
模
拡
大
も
視
野
に
入
れ
、3０
ａ
を

目
標
に
考
え
て
い
ま
す
。現
在
は
自
動

換
気
シ
ス
テ
ム
と
二
酸
化
炭
素
発
生
装

置
を
設
置
し
て
い
ま
す
が
、将
来
的
に
は

自
動
潅
水
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
省
力
化

を
進
め
、収
量
を
伸
ば
し
つ
つ
ロ
ス
を
減

ら
し
て
い
き
た
い
で
す
。

経営内容
とちおとめ２０ａ
出荷先
ＪＡおやま

栽培を学んだ場所は？
栃木市での農家研修、小山市での
農家アルバイト、とちぎ農業未来塾

農業を志す方に一言！
やる気になれば身一つで始められます。
５０歳未満なら補助金もありますので

上手に使いましょう！

多賀谷 佳弘さん
（27歳）

小山市大川島
3年目
就農

永倉 幹士さん
（34歳）

足利市島田町
3年目
就農

　平成30年5月1日から平成
31年4月30日に、県内で301人
の方が農業分野で人生の新た
なスタートをきりました。
　自営で就農した方は191人、
農業法人には110人が雇用さ
れました。

　新規就農相談会や県農業振興事務所等で相談や情報収
集を行い、就農イメージを固めましょう。
　新たに作物や家畜を育てても、出荷できるようになるま
では収入がありません。実践研修とあわせて約２年分の生
活費・貯蓄があると安心です。

　新たに農業を始める場合は、一連の管理や作業の実践研
修を１年以上行うなど、技術を習得する必要があります。
　市町等が行う研修制度や、栃木県農業大学校の「とちぎ農
業未来塾」を活用しましょう。研修を行う場合は、審査の上農
業次世代人材投資事業（準備型）を利用することができます。

　農業を始めるには、農地や設備投資のための資金の確保
が必要です。
　農地は就農希望市町の農業委員会等に、資金はJAなど
の融資機関に相談しましょう。

　県が認める研修機関で研修する就農
希望者で、一定の要件を満たす方に最長
2年間、年間150万円が交付されます。

準備型

　農業経営を開始してから経営が安定
するまで、一定の要件を満たす認定新規
就農者に最長５年間、年間最大150万円
が交付されます。２年目以降は前年の所
得に応じて交付額が変動します。

経営開始型

　農業経営のビジョンが明確になった
ら、市町や農業振興事務所に相談し「青
年等就農計画」を作成して、認定新規就
農者を目指しましょう。

就農相談や各種制度については
最寄りの県農業振興事務所に、
就農地が決まっていない場合は
県農業振興公社、県経営技術課

にご相談ください！

ステップ
3 農地や農業施設を準備しよう

ステップ
2 技 術 を 習 得 し よ う

ステップ
1 就農イメージを固めよう

いつから 技術習得

家族の同意 資金調達

何を どこで

融 資

●関係機関から濃密な指導を
　受けられます
●青年等就農資金に申請できます
●農業次世代人材投資事業
　（経営開始型）に申請できます
●経営所得安定対策に申請できます

農業次世代人材
投資事業とは？

認定新規就農者を
目指しましょう！

※それぞれ交付要件があり、審査会が行われます。
地域の実情に合わせて作物を選ぶことも
重要です。「儲かる農業」を目指しましょう！
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園芸施設共済園芸施設共済

私たちの
育苗用ハウスだと
掛金はいくら
くらいかな？

　
水
稲
の
育
苗
用
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
は
、春
先
の
突
風
や
台
風
に
よ
る
水
害
な
ど
、

年
間
を
通
し
て
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。　

育
苗
用
ハ
ウ
ス
も
園
芸
施
設
共
済
に

加
入
で
き
ま
す
！

育苗用ハウス 加入のポイント

農家負担掛金等の目安

　12か月の共済責任期間を被覆期間と未被覆
期間に分け、それぞれに掛金を算定します。
　未被覆期間の掛金率は、被覆期間の１/8０以
下とはるかに低く設定しております。

　共済金のお支払いとなる基準金額が引き下げ
られています。

ポイント１ポイント2

年間を通して補償します

制度改正前

被覆期間
（1か月以上） 未被覆期間

年間を通しての
補償だから

水害や雪害の時も
安心だな！

制度改正前は対象外だったけれど、
5％からになったから補償を受けられる！

お任せ
ください！

損害額が3万円または
共済価額の10％を超える場合に共済金支払

現　行
損害額が3万円または
共済価額の5％を超える場合に共済金支払

　「
令
和
元
年
東
日
本
台
風
」で
自
宅

の
東
側
を
流
れ
る
百
村
川
が
決
壊
し
、

育
苗
用
ハ
ウ
ス
３
棟（
計
１
８
０
万
円

相
当
）が
押
し
流
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
電
話
を
す
る
前
に
職

員
が
地
域
の
見
回
り
に
来
て
く
れ
、被

害
申
告
を
し
た
と
こ
ろ
す
ぐ
に
損
害

評
価
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。被
災
翌
月

に
は
共
済
金
も
支
払
わ
れ
、ハ
ウ
ス
の

再
建
も
今
シ
ー
ズ
ン
の
播
種
に
間
に
合

い
ま
し
た
。

　
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
全
て
自
己
資

金
で
再
建
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
、加
入
し
て
い
て
本
当
に
助
か
り

ま
し
た
。

加
入
者
の
声

育苗用ハウス３棟
水稲２５ｈａ、麦２０ｈａ、大豆１５ｈａ

大田原市滝岡

関谷 規一さん（71歳）

農家負担掛金等（年間）

１２カ月被覆した場合

1,716円
２カ月被覆、１０カ月未被覆の場合

577円または

パイプハウス１棟

設置面積 １０８㎡

被覆材 農PO（厚さ０．１㎜）新品

設置年数 １０年

押え材 ビニペット

80％を選択
した場合

も  

む
ら

標準単価
（㎡当たり）

項目

区分
面積

（被覆面積）
再取得
価　額

時　価
現有率

共済価額
（時価額）

共済価額
合計

共済金額
（補償額）

1,800円パイプ 108㎡ 194,400円 50% 97,000円

483円被覆材 230㎡ 111,090円 100% 111,000円
208,000円

166,000円
８０％補償を
選択した場合

１年間で
この値段なら
加入したほうが
良さそうだな！

５.４×20ｍの
ハウスの場合だね！

加入の際は
お近くの支所まで！
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農 機 具 共 済農 機 具 共 済
　
研
究
室
で
は「
人・機
械・環
境
」の「
環
境
」

に
注
目
し
、「
誰
が
や
っ
て
も
安
全
に
作
業
で
き

る
圃
場
づ
く
り
」を
目
指
し
、全
国
で
起
き
た

農
機
具
事
故
を
調
査・分
析
し
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
中
の
事
故
は
、毎
年
約
７
万
件
発
生
し
て

い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す（
Ｊ
Ａ
共
済
連
）。

　
中
で
も
死
亡
事
故
は
毎
年
３
０
０
件
ほ
ど
発
生

し
て
お
り
、栃
木
県
で
は
５
年
間
で
３１
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す（
２
０
１
３
〜
２
０
１
７
年
）。

　
こ
の
数
字
は
過
去
50
年
間
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、農

業
人
口
が
減
少
し
て
い
る
点
を
考
え
れ
ば
上
昇
傾
向

に
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
家
族
の
悲
し
み
や

介
護
の
負
担
は
も
ち

ろ
ん
、担
い
手
や
ベ
テ

ラ
ン
農
家
の
事
故
に

よ
っ
て
地
域
の
農
業
者

が
委
縮
し
、新
規
就
農

者
が
減
少
す
る
一因
に

も
な
って
い
ま
す
。

宇都宮大学 農学部
農業環境工学科
農村計画学研究室

田村 孝浩 准教授（４９歳）

人的な損失
　
農
機
具
の
修
理
代

や
買
替
代
、代
用
機
械

の
リ
ー
ス
代
の
み
な
ら

ず
、収
穫
適
期
を
逃
し

た
こ
と
に
よ
る
減
収
な

ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

物的な損失

農
作
業
中
の
事
故
は
全
国
で

ど
の
く
ら
い
起
き
て
い
る
の
？

　
死
亡
事
故
で
は
、使
用
頻
度
の
高
さ
か
ら「
乗
用

ト
ラ
ク
タ
ー
」の
事
故
が
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

農
作
業
中
に
ど
ん
な
事
故
が

起
こ
っ
て
い
る
の
？

　
全
体
の
６
割
は
圃
場
や
道
路
か
ら
の
転
落・転
倒

で
す
。乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
事
故
は
発
生
頻
度
や
重

症
度
が
高
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
５
月
ま
で
は
代
掻
き
作
業
中
の
事
故
、６
月
ま
で
は

乗
用
田
植
え
機
の
事
故
が
増
え
て
お
り
、死
亡
事
故

に
繋
が
る
危
険
性
の
あ
る
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

農
機
具
の
整
備
を

忘
れ
ず
に
！

作
業
中
に
心
が
け
て

ほ
し
い
こ
と
！

作
業
場
所
の
安
全

確
認
を
し
よ
う
！

　
作
業
の
前
に
農
機
具
の
点
検
・
整
備
を
し
ま

し
ょ
う
。こ
ま
め
な
掃
除
や
チ
ェッ
ク
は
機
械
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
に
繋
が
り
、長
い
目
で
見
れ
ば

経
済
的
で
す
。

　
旧
式
の
農
機
具
に
は
安
全
装
置
が
付
い
て
い

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。付
い
て
い
る
も
の
を

リ
ー
ス
し
た
り
、追
加
装
備
を
す
る
対
策
が
必

要
で
す
。

　
初
心
者
の
方
は
経
験
不
足
か
ら
、ベ
テ
ラ
ン
の

方
は
慣
れ
か
ら
事
故
を
起
こ
し
が
ち
で
す
。取
扱

説
明
書
は
常
に
読
め
る
と
こ
ろ
に
置
き
、た
ま
に

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
集
中
力
と
緊
張
感
を
も
っ
て
作
業
し
ま
し
ょ

う
。体
調
不
良
時
や
疲
れ
て
い
る
時
の
作
業
は
事

故
の
元
で
す
。

　
見
慣
れ
た
場
所
や
毎
年
繰
り
返
し
て
き
た
作

業
で
も
事
故
が
起
こ
ら
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
を
思
い
浮
か
べ
て
み
ま
し
ょ

う
。性
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
に
は
、事
前
に

床
の
片
づ
け
が
必
用
で
す
。

　
農
機
具
が
高
性
能
化
し
て
も
事
前
の
準
備
は

必
要
で
す
。農
機
具
を
乗
り
入
れ
る
前
に
、幅
や

全
長
に
対
し
て
十
分

な
余
裕
が
あ
る
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
枝
や
ゴ
ミ
、大
き

な
石
な
ど
は
異
物
の

巻
き
込
み
の
原
因
に

な
り
ま
す
。事
前
に

取
り
除
い
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の「
ヒ
ヤ
リ・ハ
ッ
ト
」を
思
い
出
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
前
輪
が
浮
き
上

が
っ
た
り
機
体
が

傾
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
場
所
は
危
険
要

因
が
潜
ん
で
い
ま

す
。作
業
効
率
が

悪
い
、思
っ
た
よ
う

に
作
業
で
き
な
い

と
い
う
場
所
も
同

様
で
す
。

農
機
具
事
故
に
は
、大
き
く
分
け
て

物
的
な
損
失
と
人
的
な
損
失
が
あ
り
ま
す
。

農作業死亡事故の発生状況

0 0

25

50

75

100

100

200

300

400

500
（％）（人）

資料：農林水産省「農作業死亡事故調査」

農作業における事故原因（死亡事故）の内訳

平成29年
計304人

資料：農林水産省調べ

9％
8％4％

4％
8％

7％
6％
3％
3％

30％

2％
4％

12％

現状

現状

対策

対策

対策

65歳以上の割合 80歳以上の割合
65歳未満 80歳以上65歳以上80歳未満 不明

H29H28H27H26H25H24H23H22H21H20

乗用型トラクター

歩行型トラクター

農用運搬車

自脱型コンバイン

農業用施設に
係る事故

圃場、道路からの
転落

熱中症

稲ワラ焼却中の火傷

動力防除機

高所からの転落

動力刈払機

その他機械・施設以外の事故

その他
機械作業事故

進入路を新設した事例

既設農道
横方向の

最大勾配 ： 8~9°

新設進入路
横方向の

最大勾配 ： 5.2°

既設農道は路盤が軟らかく河川方向に傾いていた。大きな農機具に
更新した際に圃場への侵入コースを変更し、新たな進入路を増設した。
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収 入 保 険

農 作 物 共 済

え
っ
！？

❶
自
然
災
害
な
ど
で
対
象
農
産
物
等
の
種
類
ご
と
の

農
業
収
入
金
額
が
、見
込
農
業
収
入
金
額
の
９
割

を
下
回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、事
故
の

発
生
状
況
な
ど
を
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※

ご
連
絡
が
な
い
場
合
、保
険
金
な
ど
が
支
払
わ
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

災
害
や
事
故
で
資
金
が
必
要
に
な
っ
た
方
に
は
、審

査
の
上
つ
な
ぎ
融
資
を
行
い
ま
す
。

❷
作
付
す
る
農
産
物
の
種
類
や
面
積
な

ど
を
変
更
す
る
際
や
、過
去
の
青
色

申
告
決
算
書
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

❸
日
々
の
作
業
の
終
わ
り
に
、農
作
業
日

誌
や
農
産
物
の
販
売
に
関
す
る
帳
簿

な
ど
を
必
ず
記
帳
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
産
麦
の
損
害
評
価
が

始
ま
り
ま
す

刈ってみたら思って
いたより少ないな。
被害申告するよ

❶被害圃場をよく確認し、被
害申告は必ず刈取り前に
行ってください。
　刈取り後の圃場では損害
評価をすることができま
せん。

❷損害通知書兼野帳に災害
の種類と発生年月日等を
記入し、押印のうえ損害
評価員等に提出してくだ
さい。
　立札は損害評価前日まで
に道路から見やすい場所
に立て、刈取りが終わるま
で外さないでください。

被害申告をする際の注意点
　
５
月
下
旬
よ
り
、麦
共
済
の
損
害
評
価
が
始
ま
り
ま
す
。

　
赤
か
び
病
等
に
よ
り
共
同
乾
燥
施
設
への
搬
入
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
は
、お
近
く

の
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

収
入
保
険
加
入
者
の
方
へ

保
険
期
間
の
留
意
点

ホウレンソウを
作ろうと思って
いたけど

ネギに変更しよう

じゃあNOSAIに
連絡するわね

事故発生通知書を
作成します！

骨折して
作付できない

職員

農家

●
対
象
事
故
の
発
生
し
た
月
日

●
対
象
事
故
に
関
係
す
る
対
象
農
産
物
等
の
種
類

●
対
象
農
産
物
の
数
量
減
少
の
程
度

大雨で田んぼが
流された

農
作
業
日
誌

農
産
物
の
販
売
帳
簿

農
産
物
の
種
類
ご
と
の
作
付
け
、
施

肥
、防
除
、収
穫
な
ど
の
作
業
日
や
作

業
内
容（
日
頃
使
用
し
て
い
る
日
誌
で

構
い
ま
せ
ん
）

農
産
物
の
種
類
ご
と
の
販
売
金
額
、

数
量
な
ど

前表

00000000

共済　太郎

前表 319-1

1 10ａ

ビール用麦

記入

令和2年産

前表

00000000

共済　太郎

前表 319-1

1 10ａ

ビール用麦

令和2年産

分かりやすい
ところに立てる

　NOSAIでは、法令遵守の観点から不祥事の未然防止と引受事務の適正化を図るため、掛金等の納入については口座振
替による納入をお願いしています。
　口座振替を利用されますと、支所や金融機関に出向く必要がなく、自動的に掛金等が振り替えられるので、納め忘れもなく便
利です。口座振替の申込みは簡単な手続きで済みますので、最寄りの支所までお問い合わせください。

口座振替のお願い

　領収書は原則的に発行しておりません。ご入用の際は個別
に支所までご連絡ください。

口座振替で掛金を納入された方へ
　架空引受防止のため、後日「確認通知書」が郵送されます。
お手数ですが、ご記入の上支所までご返信ください。

現金で掛金を納入された方へ

ＮＯＳＡＩのひろば
　県内農家を中心に、生の声をお届けしています！

農業共済新聞
　ＮＯＳＡＩでは、営農と暮らしのヒントををお届けする「農
業共済新聞」を毎週発行しています。
　購読をご希望の方は
ＮＯＳＡＩとちぎまでお気
軽にお問合せください。
ＴＥＬ：028-683-5535

CRT栃木放送で
毎週日曜日午前7時30分から

無料サービス
radikoでも
聞けますよ！

94.1MHzFM

AM 1530kHz

1062kHz

  864kHz

（県央）

（県北）
（両毛）年5,520円

あの人が載って
る！

地域が分かる！

▲「白楊舞」は「四季桜」取扱店で販売されます

▲醸造タンクを前に
　興味津々

▲「五百万石」の生育調査をする
　生徒たち

　
宇
都
宮
白
楊
高
等
学
校
で
は
、

宇
都
宮
市
の
地
酒「
四
季
桜
」を

製
造
す
る
宇
都
宮
酒
造
と
提
携

し
、農
業
経
営
科
の
生
徒
た
ち
が

酒
米「
五
百
万
石
」の
栽
培
と
酒

造
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
は
作
物
分
会
３

年
生
の
生
徒
た
ち
が
同
校
高
根
沢

農
場
の
一
画
、60
ａ
で
栽
培
し
た
酒

米
か
ら
、同
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン

ド
の
酒「
白
楊
舞
」を
製
造
。昨
年

と
比
べ
爽
や
か
な
香
り
と
う
ま
味

が
感
じ
ら
れ
、よ
り
豊
か
な
味
わ

い
に
仕
上
が
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
同
校
は
平
成
30
年
度
に
米
で
の

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
取
得
。橋
本
智
農
場

長
は「
安
心
安
全
が
第
三
者
機
関

に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
酒
米
が
、地

元
酒
蔵
で
特
別
純
米
酒
と
な
っ
て

発
売
さ
れ
る
の
は
大
変
素
晴
ら
し

い
こ
と
。今
シ
ー
ズ
ン
は
栽
培
面
積

を
90
ａ
に
増
や
し
、地
産
地
消
・
地

域
振
興
に
向
け
て
更
な
る
産
学
連

携
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と

話
し
ま
す
。

　県
内
農
業
高
校
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
　
　

　今
回
は
宇
都
宮
市
に
あ
る
宇
都
宮

白
楊
高
等
学
校
で
す
。

NEXT

Farmers
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３
年
前
か
ら「
自
分
の
子
供
や

家
族
に
安
心
し
て
食
べ
さ
せ
ら
れ

る
も
の
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、米
専
門

の
加
工
所
を
経
営
し
て
い
ま
す
。

　
夫
が
15
年
前
に
就
農
し
、夫
婦

で
米
５
ha
に
加
え
な
す
や
に
ら
な

ど
を
40
ａ
ほ
ど
栽
培
し
て
い
ま
し

た
。東
京
都
出
身
な
の
で
土
と
の

触
れ
合
い
や
自
然
の
中
で
働
く
生

活
は
新
鮮
で
し
た
が
、規
模
拡
大

す
る
に
つ
れ
だ
ん
だ
ん「
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
」と
の
ず
れ
が
大
き

く
な
って
い
き
ま
し
た
。

　
夫
婦
で
朝
ま
で
話
し
合
い
、夫

は
減
農
薬
米
の
専
門
農
家
に
方

針
転
換
し
、私
は
そ
の
米
を
使
っ

て「
食・健
康
」に
焦
点
を
絞
っ
た

加
工
所
を
開
く
こ
と
に
決
め
ま
し

た
。子
供
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
大

き
か
っ
た
で
す
ね
。

　
現
在
は
夫
が 

10 

ha
で
米
を
栽
培

し
、収
穫
し
た「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」は

全
量
を
佐
野
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に

出
荷
、「
コ
ガ
ネ
モ
チ
」は
玄
米
ス

ナ
ッ
ク
や
玄
米
ぽ
ん
菓
子
、黒
焼

き
玄
米
珈
琲
な
ど
に
加
工
し
て
い

ま
す
。

　
加
工
品
は
農
産
直
売
所
あ
ぜ

み
ち
、道
の
駅
ど
ま
ん
な
か
た
ぬ
ま

や
佐
野
観
光
農
園
ア
グ
リ
タ
ウ
ン

の
他
、玄
米
を
扱
う「
い
ろ
は
」と

提
携
し
て
日
本
橋
高
島
屋
や
渋

谷
ヒ
カ
リ
エ
な
ど
、全
国
の
店
舗
に

出
荷
し
て
い
ま
す
。

　「
ま
ご
わ
や
さ
し
い
こ
」と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
？
豆
類
、ゴ
マ
な
ど
の
種

子
類
、ワ
カ
メ
な
ど
の
海
藻
類
、

野
菜
類
、魚
類
、し
い
た
け
な
ど

の
キ
ノ
コ
類
、い
も
な
ど
の
根
菜

類
、納
豆
な
ど
の
酵
素
類
、そ
れ

ぞ
れ
の
頭
文
字
を
と
っ
た
言
葉
で

す
。私
は
家
族
の
食
事
を
作
る
際

も
、こ
の
合
言
葉
を
念
頭
に
置
い

て
い
ま
す
。

　
薬
膳
な
ど
の
健
康
食
に
も
興
味

が
あ
り
、健
康
的
で
お
い
し
い

「
食
」を
テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
な
ど
も
開
催
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。「
わ
く
わ
く
お
米

本
舗
」と
し
て
は
海
外
展
開
も
準

備
し
て
い
ま
す
。健
康
的
な
日
本

食
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
。

佐
野
市
犬
伏
上
町

代
表
取
締
役
社
長

農
業
生
産
法
人 

わ
く
わ
く
お
米
本
舗

亀
田 

操
さ
ん

か
め
　
　

 

だ
　
　
　 み
さ
お

合言葉は「まごわやさしいこ」

水溶き小麦粉で要所をしっかりとめましょう！ポイント

食 卓 に も う 一 品

●トマト････････････････････ １６０ｇ
●たまねぎ･････････････････ １００ｇ
●サラダ油･･････････････････ １０ｇ
●合いびき肉･･･････････････ ２００ｇ
●パン粉････････････････････ ４０ｇ
●卵････････････････････････ 30g
●牛乳･･････････････････････ 15g
●塩・コショウ････････････････ 少々
●春巻の皮･････････････････ １０枚
●とろけるチーズ･････････････ ４０ｇ
●小麦粉････････････････････ 少々

　7年前に県外から鹿沼市に移住し、ブルーベリー農園を開きました。金・
土・日曜日に、ブルーベリーや地元野菜・果物を使ったランチやデザート
セットを提供しています。
　トマトフェア、黒豆フェアなどを毎年開催しています。トマトフェアでは野
尻直売所にトマトを出荷している生産者の皆さんと一緒に、お客様においし
く食べていただけるようなメニューを「育成」しています。（鹿沼市野尻214-3）

ブルーベリー農園直営 里のカフェ はな 吉田光春・信子さん夫妻

トマト生産者の皆さ
んと一緒に

トマトは５～７㎜の角切りに
する。みじん切りにしたたま
ねぎをサラダ油で炒め、●
の材料と混ぜる。

1
折り紙の兜と同じ折り方で、
春巻の皮を折る。

2

作 り 方

3
頭の部分に①とチーズを詰
め、水溶き小麦粉でしっかり
ととめる。

160℃の油で６分間揚げる。
表を下にして３分、裏返して
3分がおすすめ。冷凍の場合
は表４分、裏４分で揚げま
しょう。

4

 材料（10個分）

1 2
3 4

かわいい兜型にミートトマトが入っています。子供たちと一緒に楽しく作って、
おいしい「こどもの日」を過ごしましょう。冷凍保存も出来るので、ちょっとしたおやつにもぴったりです！

ミートトマトの　包み
野菜たっぷりカレーライスと一緒に
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サポーター
 NOSAI

おせわになってます！

日頃、組合
員の皆さん

と

NOSAIの
懸け橋とし

て

活躍されて
いる役員さ

ん

に話をうか
がいました

。

宇都宮市西刑部町

渡邊 秀雄さん（64歳）
　    わたなべ  ひで  お

3

栃木市岩舟町静戸

三柴 昇さん（69歳）

2

　　　  み  しば のぼる
さくら市鹿子畑

稲澤 恵子さん（64歳）

1

  いなざわ  けい  こ

前号の答え・ウ

ヒントを参考におじいちゃん、おばあちゃんと
お孫さんの正しい組み合わせを

下の解答群ア・イ・ウから選んでください。

応

募

方

法

解

答

群

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
９
名

の
方
に
、16
ペ
ー
ジ
で
ご
紹
介
し
た
わ

く
わ
く
お
米
本
舗
の「
玄
米
ス
ナ
ッ

ク
セッ
ト
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

ア
①ｰ

Ⓒ
、②ｰ

Ⓑ
、③ｰ
Ⓐ

イ
①ｰ

Ⓐ
、②ｰ

Ⓑ
、③ｰ

Ⓒ

ウ
①ｰ

Ⓑ
、②ｰ

Ⓒ
、③ｰ

Ⓐ

63 3 21 090 3
栃
木
県
農
業
共
済
組
合

　
　
　
　企
画
情
報
課 

行

宇
都
宮
市
下
平
出
町
前
表
319-1

答え

●ご住所
●氏名
●年齢
●電話番号
●広報紙の感想や
　イラストなど

しめきり 令和2年6月30日 当日消印有効

●
青
色
申
告
の
ペ
ー
ジ
は
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
頑

張
って
記
帳
し
ま
す
。

〔
宇
都
宮
市
屋
板
町  

女
性
〕

●
昨
年
台
風
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
、友
人
知
人
や
広
報
紙
１２
号
の

写
真
を
見
て
愚
痴
は
言
え
な
い
な

と
思
い
ま
し
た
。修
復
に
精
を
出
し

て
い
ま
す
。

〔
鹿
沼
市
池
ノ
森  

男
性
〕

●「
私
」ら
し
く
！
の
実
習
生
た
ち

は
頑
張
り
屋
さ
ん
で
す
ね
！
真
面

目
に
取
り
組
む
精
神
を
見
習
い
た

い
と
思
い
ま
す
。

〔
茂
木
町
入
郷  

女
性
〕

●
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
が
気
に
な
って

い
ま
す
。動
力
噴
霧
器
で
の
作
業
が

年
々
負
担
に
な
っ
て
い
る
の
で
、悩

む
と
こ
ろ
で
す
。

〔
高
根
沢
町
飯
室  

女
性
〕

●
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
素
敵
で
す
。

奥
日
光
の
小
田
代
ヶ
原
、と
て
も
綺

麗
で
す
よ
ね
。

〔
那
須
塩
原
市
上
大
貫  

男
性
〕

●
広
報
紙
12
号
に
は
知
人
が
載
っ

て
い
ま
し
た
。皆
さ
ん
の
経
営
の
素

晴
ら
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

〔
那
須
町
高
久
甲  

男
性
〕

●
毎
号
の「
つ
く
っ
て
み
っぺ
」が
楽

し
み
で
す
。私
も
つ
く
って
みっぺ！

〔
那
須
烏
山
市
野
上  

女
性
〕

●
特
集
の「
温
故
知
新
」を
読
み
、

規
模
拡
大
時
の
農
業
用
ド
ロ
ー
ン

導
入
な
ど
、今
後
の
農
業
経
営
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

〔
栃
木
市
皆
川
城
内
町  

男
性
〕

●
昨
年
の
台
風
１９
号
で
は
被
害
を

受
け
、建
物
共
済
で
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。大
変
助
か
り
ま
し
た
。

〔
足
利
市
迫
間
町  

女
性
〕

の

みん

声
な

大河くん（4歳）
    　　　　　  たい が

B

慧音くん（4歳）
　　　　　　　けい  と

C トラクターかっこいい！

運転はちょっと早いかな

※当選は発送をもって代えさせて頂きます。

A

荒井 麻里ちゃん（7歳）中央

千佳ちゃん（5歳）左 梨乃ちゃん（1歳）右

 ち   か　　　　　　   　り  の

あら  い    ま   り

水稲１７ｈａ、麦８ｈａ

       たか  はし     ひろ  あき

共済部長・損害評価員１年目

まつ  もと     やす  ひろ

共済部長・損害評価員６年

那須塩原市百村  松本 将明さん（31歳）ドローン免許を取得しました！

水稲１５ｈａ、麦５ｈａ、大豆２ｈａ

Q
経
営
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Q
農
業
は
ど
こ
で
学
び
ま
し
た
か
？

Q
地
域
の
自
慢
は
何
で
す
か
？

　
米
麦
、大
豆
の
耕
種
農
家
で
す
。「
コ
シ
ヒ
カ

リ
」や「
と
ち
ぎ
の
星
」な
ど
１５ 

ｈａ
と
、二
条
大

麦
を
５
ha
、「
里
の
ほ
ほ
え
み
」を
２
ha
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　
父
か
ら
学
び
ま
し
た
。経
営
移
譲
さ
れ
て
か

ら
は
県
農
業
大
学
校
の
と
ち
ぎ
農
業
ビ
ジ
ネ
ス

ス
ク
ー
ル
に
通
い
、販
路
の
構
築
や
付
加
価
値

の
つ
け
方
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
修
了
に
向
け
て
、先
生
方
か
ら
指
導
を
頂
き

な
が
ら
５
年
後
の
経
営
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

仲間と勉強会を立ち上げました！宇都宮市長峰町  髙橋 浩明さん（38歳）

　
集
落
に
は
同
世
代
の
農
家
が
５
名
い
ま
す
。

一昨
年
長
峰
農
業
勉
強
会
を
立
ち
上
げ
、土
づ

く
り
や
苗
づ
く
り
な
ど
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　
担
い
手
の一人
と
し
て
、仲
間
と一緒
に
地
域

農
業
を
守
って
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
米
麦
の
耕
種
農
家
で
す
。「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」や「
な

す
ひ
か
り
」を
17 

ha
と
、六
条
大
麦
と
小
麦
を
８
ha

栽
培
し
て
い
ま
す
。

 
Ｊ
Ａ
な
す
の
の
ほ
か
、市
内
の
米
穀
店
に
出
荷

し
て
い
ま
す
。

Q
経
営
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
規
模
拡
大
で
す
。経
営
移
譲
さ
れ
て
か
ら
水

稲
４
ha
、麦
１
ha
を
増
や
し
ま
し
た
が
、３
年
以

内
を
目
標
に
水
稲
を
30 

ha
に
ま
で
拡
大
し
た
い

で
す
ね
。

Q
今
後
の
目
標
は
何
で
す
か
？

Q
役
員
と
し
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か
？

　
建
物
共
済
の
と
り
ま
と
め
や
水
稲
の
損
害
評

価
を
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
損
害
評
価
員
と
し
て
、獣
害
を
受
け

た
圃
場
な
ど
の
評
価
を
し
ま
し
た
。圃
場
内
に

入
り
穂
を
握
って
検
見
を
す
る
な
ど
、地
域
の
先

輩
の
評
価
方
法
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
経
験
が
浅
い
の
で
日
々
勉
強
で
す
。

せ！お
孫ち
ゃま

を

ま
ご
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BerryGoodfarm（株）
栃木市西方町

室井 拓郎さん
那須塩原市高林

むろ い    たくろう

福田農園 福田 正英さん
高根沢町花岡

宇都宮市東刑部町

　　　　　　　　　　ふく だ   まさひで

櫻井 宏正さん、久美子さん
　　　    ひろまさ            く   み   こ

きくち農園 菊池 大介さん
大田原市中野内

　　　　　　　  きく ち   だいすけ

森牧場 森 拓朗さん
那珂川町芳井

　　　　　もり  たくろう

永倉 幹士さん
足利市島田町

ながくら  みき お

多賀谷 佳弘さん
小山市大川島

  た  が  や   よしひろ

Kusaka Vineyards

TEL 090-6698-3599
市貝町市塙

　　　　　　    ヴィンヤード

フェイスブック インスタグラム

日下 篤さん
くさ か  あつし

         ベリーグッドファーム

インスタグラム

フェイスブック

ホームページ

TEL.028-683-5531　
http

://w
w
w
.no
sai-to

chigi.o
r.jp

/
栃
木
県
農
業
共
済
組
合
　
〒
321-0903 栃

木
県
宇
都
宮
市
下
平
出
町
前
表
319-1

発行
N
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　「NOSAIとちぎNo.13」の編集も無事終わり
ました。写真は農機具共済のページにご登場い
ただいた田村准教授のゼミ風景です。安全に作
業できる圃場作りを目指し、学生達が分析や発
表をしてくれま
した。NOSAI
も農業者の皆
さんを全力で
サポートしてい
きます！

編 集 後 記

上三川町

宇都宮市

鹿沼市

さくら市

高根沢町

芳賀町市貝町
茂木町

那須烏山市

那珂川町

那須町

大田原市

矢板市
塩谷町日光市

益子町

真岡市

下野市

壬生町栃木市

小山市

野木町

佐野市

足利市

那須塩原市

那須中央支所
℡.0287-23-1633㈹

塩 谷 支 所
℡.028-682-8491㈹

上 都 賀 支 所
℡.0289-65-3251㈹

安 足 支 所
℡.0283-22-1597㈹ 県 南 支 所

℡.0285-23-7771㈹

芳 賀 支 所
℡.0285-84-1151㈹

河 宇 支 所
℡.028-660-7300㈹

那 須 南 支 所
℡.0287-84-1711

那 須 北 支 所
℡.0287-64-3663㈹

本 所
℡.028-683-5531㈹


